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デ ジ タル製 品 にお ける製 品 アーキ テクチ ャの

モ ジ ュ ラー化 と分 業構 造 の変 容

石 井 健 司

1.は じ め に

デ ジ タル家電 をは じめ としたデ ジタル製品分野 において,日 本企業 は,急 激

な価格低 下 と収益 悪化 に よ り苦戦 が続 い ている。従 来,特 に家電分野 は 日本企

業の得意分野 であ ったが,ア ナ ログ製品か らデ ジタル製 品へ の移行 とともにア

ジア企業 の急激 な追い上 げに よ り業界 の変化が非常 に激 し くな って きて いる。

本稿 にお いて は,こ れ らの変化 の背景 につ いて,製 品 アーキテ クチ ャの視点

か ら考察 してい く。製 品アーキテ クチ ャに関す る研 究 は近年盛 ん にな って きた

が,そ れ らの多 くは,製 品アーキテ クチ ャの類型 の上か らそれぞれの特 徴 を取

り扱 った ものであ る。 しか し,現 実 には,同 一 の製品 カテ ゴ リー であ って も,

アナログ製 品か らデ ジ タル製 品へ,ま た デジ タル化 され た製 品 において も,新

た な製品 開発 の段 階か ら製 品 自体 が成熟 し市場 で普及す る段 階へ と進 むにつ れ

て,製 品アーキ テクチ ャは変化 す る。

新 しい製 品の開発 初期段 階では,製 品 アーキテ クチ ャはイ ンテ グラル型 であ

るが,そ の後,モ ジュ ラー型へ とシフ トしてい くのが 一般 的 なパ ター ンであ る。

そ れでは なぜ 製品 アーキテ クチ ャはイ ンテグ ラル型か らモ ジュ ラー型へ とシフ

トしてい くのか。Christensen[2002]に よれ ば,そ れは,製 品性 能が顧 客 ニ

ーズを超 えるこ とに よって
,企 業の競争要 因が製品性能 か ら価格 や生産 の効率
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性へ と移 ってい くた めであ る(図1参 照)。 モ ジュラー型 の アー キテ クチ ャの

方 が イ ンテ グ ラル型 よ りも迅速 で柔軟 な製 品開発 とコス ト削減 が可 能であ る。

そのため,競 合企業 が現 れ,技 術 ・製品革新 の必要性 や コス ト削減,歩 留 ま り

率 向上 な どの要 請が強 まる と,企 業 自身が,合 理 的選択 の結 果 としてモ ジュラ

ー化 を推進 してい くのであ る。

製 品アーキテ クチ ャのモ ジ ュラー型へ の シフ トは,コ ス ト削減 のために従 来

多 数の部品 の組 み合 わせ で実現 されて いた機 能のモ ジュラー化や 共通化 を追求

す る中で進行 してい く。企業 はモ ジュールを企業 内で内製す るか,モ ジュー ル

専業企業 と共同で 開発す るこ とになる。企業 内で進行す るその ような過程 とあ

わせ て,そ れ らのモ ジュール 自体 を供 給す る外部 サ プライヤーが 出現 して くる。

外 部サ プライヤ ーの出現 は,イ ンター フェースの標準化 とその オー プ ン化 に

よって促 進 され る。 企業 に とっては,コ ス ト削減の ために アウ トソー シ ング活

用 の圧力 が強 くなるが,モ ジュ ラー化 によってイ ンター フェース の規格が標準
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化 す るこ とでア ウ トソー シングの効 率 と効果 を高め る ことが で きる。 イ ンター

フェースの標準化 が進み,そ れが オー プ ン化 してい くことで部品 ・モ ジュール

の 中間財市場 が形成 されてい く。企業 に とって は,中 間財市場 か ら低 価格 で高

品質 のモ ジュー ルを調達 で きるよ うにな り,一 層 のコス ト削 減 につ なが る。

この ように製品 アーキテ クチ ャがモ ジュ ラー化す る ことで,中 間財 の市場 化

が促進 されてい くが,中 間財市 場が形 成,発 展 してい くこ とで製品製造 に参 入

す る企業が増 加 し,製 品市場 自体 が急 速 に拡 大す る こ とに なる。 中間財 市場,

製 品市場 が互 いに相乗効 果 を持つ ことで当該 製品 の産 業が大 き く発展 してい く

構造 が出来上が る。最 近の デ ジタル家 電 をは じめ と したエ レク トロニ クス製 品

産業 の発展の背景 には,製 品アーキテ クチ ャのモ ジュラー化が大 き く影響 して

い る とい える。

デ ジ タル製 品産業 を巡 る最 近の動 向 は,製 品 アーキ テクチ ャのモ ジュ ラー型

への シフ トとい う視 点か ら概 ね この ように整理 で きるが,そ れで は,デ ジタル

製品 に見 られ る製 品アーキテ クチ ャの ダイナ ミクス は,企 業 間関係 や分業構造

に どの ような変化 を もた らすであ ろ うか。 本稿 にお いては,こ れ らの点 につい

て製 品アーキテ クチ ャの シフ トが もた らす 変化の深層 を掘 り下 げ る ことで詳 し

く考察 してい くこ ととす る。

皿.製 品アーキテクチ ャのモジュラー化 と中間財市場の発展

1.中 間財 市場の形成 と発展 の要 因

イ ンテ グラル型 の製 品 アーキテ クチ ャか らモ ジュ ラー型の製 品アーキ テクチ

ャに シフ トす る ことによって企業 間関係 や産業構造 が どの ように変化 す るか を

考え る上で重要 な側 面 は,中 間財市場 の形成 と発展 とい う点 であ る。

モ ジュラー型 アーキ テクチ ャの製品 は中 間財市場 を形成す る傾 向が強 い とい

う特徴 を持つ。 それ は,モ ジュ ラー化 が イ ンター フェースの規格 の標準 化 とオ

ープ ン化 を伴 うか らで ある
。規格 に沿 った モ ジュー ルを専 門に製造 す る企業 が

生 まれ る土壌が そ こにある。 また,企 業 は コス ト削減 や生産 の効率 化の ため に
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モ ジュ ラー化 を推 進す るが,そ のため にモ ジュール をアウ トソー シング した り,

積 極 的に市場 調達 を活用す る。そ の意 味で は製 品製造企業 自身が 中間財市場 の

形成 を推進 している とも言 える。

そ こで,ま ず始 めに製品 アーキテ クチ ャのモ ジュ ラー化 が もた らす 中間財 市

場 の形 成 ・発展 について詳 し く見 てい くことに したい。 デ ジ タル家電産 業 にお

ける具体 的 な現象 を通 しなが ら,中 間財 の市場化 が進展 して い く背景 やその要

因 を見てい く。

(1)日本企業 に よる部品モ ジュールの外販

中 間財 の市場化 が進展 してい く背景 にはい くつかの要 因が あ る。その一 つ は,

日本企業 が部品 ・モ ジュール を外販 してい る点で ある。 日本企業 は,デ ジ タル

家電製 品の生産 に必要 な部品 ・モ ジュール を企業 内で生 産 してい るケース も多

いが,そ れ らの部 品 ・モ ジュール を自社 の最終製 品の製造 に使 用す るだけでな

く,部 品 ・モ ジ ュール単体 で外販す るケ ース も多 く見 られ る。 またその逆 に 日

本 の有 数企業 の中 に も中核 部 品 を開発 ・製造せず市場 調達 に依存 してい るケー

ス もあ る。

例 え ば,ソ ニー はDSC(デ ジ タル ・スチ ル ・カ メラ)やDVC(デ ジ タル ・

ビデオ ・カメ ラ)の 基幹 部 品 であ るCCD(電 荷 結合 素子)の 最 大手 メー カー

であ るが外販 も行 ってい る。 キ ャノ ンは このデ ジ タルカメ ラの中核 部 品であ る

CCDを 自社 で開発 ・製造 してい ない ため市場 で ソニー な どか ら調達 して いる。

また,シ ャー プは液 晶テ レビの基幹 部品 であ る液 晶パ ネル を外販 して い る し,

画像 エ ンジ ンを内製 してい る 日本 の大手 メー カーの中 には他 のメー カー にそれ

を供給 してい る企業 もある。つ ま り最終製 品 を製造販 売す る 日本企業 自身が部

品や デバ イス を外 販す る ことで中 間財市場形成 の役 割 を担 ってい るので ある。

この ように 日本 企業が部 品やデバ イス を外販 す る背景 にはい くつか の点が挙

げ られる。

まず 第一 に,部 品 自体 の収益性 が非常 に高いため,部 品の外 販 を主要事業 と

位置づ け推 進 してい るこ とが ある。 モ ジュラー化 の進展 によって最終製 品が価
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格競 争 に陥 り収益性 が低 下 してい くため,企 業 に とって は部品事業 の外 販 は貴

重 な収 益源 となってい る。

次 に,製 品の競 争力 を高め るため には,特 にその製品 に使 われてい る基幹 部

品の競争力 を高め る必要 があ り,そ の ため には基 幹部品 自体 の生 産量 を増加 さ

せ る必要が あ る。 しか し,自 社消 費だ けで は,生 産量 の確保 が難 し く部 品 自体

の競 争力 を維持 で きない場合 が多 い1)。高騰す る部 品デバ イスの 開発 費 を賄い,

競 争力 を高め るには,内 部消 費す るだけで な く外 販 し,そ こで得 た利益 を基 幹

部 品の開発 強化 に活用す る。そ の ような意味 で外販事業 を推進す る必 要が ある。

また,部 品の外 販 には,戦 略上の重要 な点 として,自 らの規格 を業界標準 と

す るためその普及 を図 る との側面 もある2)。

延 岡 ・伊 藤 ・森 田[2006]は,日 本企業 にお ける主要 モ ジュールの内製率 と

市場化 の程度 の分析 か ら,最 終製 品 を販売 す る 日本企業 が,同 時 に主要 モ ジュ

ール も販 売 し
,そ の市場 化 に貢献 してい るこ とを指摘 してい る。

(2)デバ イス専業企 業の参入

中間財市場 の形 成 を牽引 してい る主体 は,や は りなん といって も多 くの製 品

分野 におい て部 品 ・モ ジ ュール を製 造 す る専 業 企業 が誕 生 してい る こ とで あ

る。

これ は,モ ジュラー化 に伴 い イ ンター フェースの規格が標準化 しオー プ ンに

な るこ とか ら,部 品 ・モ ジュー ルの製造 を独 立 して行 うことが可 能 になるか ら

であ る。 そのためモ ジュール製 造の専 業化 が進 む。

モ ジュール専 業企業が生 産す るモ ジュールは,製 品製造企 業が アウ トソー シ

ングす る場合 な ど,特 定企 業の製品 向けに供給 され る専用 モ ジュールの場合 も

あ るが,特 定 企業 の製 品 に限定 されず一般 的 に広 く利用可 能 な汎用 モ ジュー ル

が多数,市 場 で取引 され るよ うになって きてい る。市場 で簡単 に調達 で きるそ

れ らの汎用 モ ジュール を組 み合 わせ るだ けで容易 に製品の製造が可能 とな る。

さ らに,市 場 で入手可能 な汎用 モ ジュールの中 には,製 品製造 の上 で事 実上の

業界標準 になって い るもの も多 く見 られ る ようになって きて いる。 ブ ロー ドバ
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ン ド通信 向け製品分野 におけ るBroadcom,携 帯 電話通信技 術 のQUALCOMM,

グ ラフ ィックス処 理分 野のNVIDIA,DVDプ レーヤ ーやDVDレ コー ダー製 品

分野 のMediatekな どであ る。

これ らの汎用 モ ジュー ル を採 用す る こ とで,一 定 の機能 を備 えた製 品の 開

発 ・製造が容易 とな り,製 品企業 の市場 参入が容易 となる。 しか し,出 来上が

った製 品の違 い とい う意味 では他 の製品 との差 別化 が難 し く,製 品 レベ ルで は

価格競 争 に陥 りや すい。

(3)中間財 に対す る需要拡大

製 品アーキテ クチ ャのモ ジュラー化 は,モ ジュー ルの市場調達 を可能 にす る

が,モ ジュー ルの需要側,す なわち製 品 を製造す る企業側 か らの 中間財へ の需

要が 中間財市場 を発展 させ る とい う側面 もあ る。モ ジュール を組 み合 わせ るだ

けで製 品化 が可能 であ るこ とか ら,多 くの企業 が当該 製品市場 に参入 して くる。

技術力 を持 たず 自社 内でモ ジュール を生産す る能力 を持 た ない企業 の市場参 入

圧力 が 中間財へ の需要拡大 となって 中間財市場 をよ り一層活発化 させ てい るの

であ る。

また,多 くの企業が参入 し商品 としての革新性 が薄れ てい くと競合 製品 との

競 争上,製 品機 能の改 良が必 要 となる。 また利益確保 の ためには競合 企業 よ り

も速 く製 品化 を進 める必要 があ る。 その意味で は製 品の開発 ・製造のス ピー ド

が求 め られ る。 モ ジュ ラー型 製 品において は,製 品改 良の役割 を担 うのはモ ジ

ュール にお けるイ ノベー シ ョンであ り,さ らに製 品開発 のス ピー ドもモ ジュー

ルの調達 に依存す る。す なわち,製 品市場 における競 争の激化 は,そ の ままモ

ジュール市場,中 間財市場 へ の需要圧 力へ と直結 し,そ れが 中間財市場 の一層

の発展 を促進 してい る。

(4)シス テム統合 の ための知識 の市 場化

しか し,モ ジュール を市場 か ら調達す れ ば簡単 に製 品化 が可 能で あるか とい

うと,製 品 に よって はそれ だけで十分 なケ ース もあ るが,実 際 には,技 術力 の
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ない製 品企業 に とって は,単 なるモ ジュー ルの組 み合 わせ だ けで は製 品化 は難

しい。 それ は,モ ジュラー型の アーキテ クチ ャを持つ製 品で あって も製品化 の

ため には,当 該 モ ジュールを製 品に組 み込 むための知識や ノ ウハ ウが必 要 だか

らであ る。

延 岡 ・伊藤 ・森 田[2006]は,こ れ らの製 品開発 や製造 に必要 なモ ジュール

の種類 やその組 み合 わせ方 に関す る知識 を 「シス テム統合 に関す る知識」 と呼

ん でいる。 そ して,最 近 で は,そ れ らの知識 や ノウハ ウ まで もが市場化 して取

引 され るよ うになった こ とが市場競争 に大 きな影響 を与 え るようになった と指

摘 してい る。

システ ム統合 に関す る知識の市場化 に は二つ のパ ター ンがあ る とされ る。一

つ は,主 要部品や モ ジュー ルの製造 ・供給 企業が,販 売促 進のた めに,最 終商

品へ 向けた システム統 合のや り方 を提供 す るケー スであ る。 もう一つ は,半 導

体 や部品供給 と関係 な く,シ ステム統合 を事業 の中心 に据 える企業 に よる もの

であ る。

前者 につ いて は,製 品 の中核 とな るモ ジュール を供給 す る企業 が,当 該モ ジ

ュー ル と共 に リフ ァレンス ・デザ イ ンを提 供 してい るよ うな場合 を指 す。 デ ジ

タル製 品の中核 となるモ ジュー ルは半導体 をもとに構 成 されてい るが,リ フ ァ

レンス ・デザ イ ンとは,そ れ らの半導体 メー カーが製 品メー カー に提 供す る製

品の設計 図であ る。 リファレ ンス ・デザ イ ンを もとにその まま製品化す るだけ

とい うレベ ルにまで完成 されたデザ イ ンを提供 している場合 もあ る。部 品 ・モ

ジュー ルの購 入 とあわせ て提 供 され る場 合 もあ るが,最 近 はWEB上 に誰 で も

閲覧で きる ような形 で公 開 してい る企業 もあ る。 また単 な る設計 図 だけでな く

当該半導 体 を組 み込 んで キ ッ トの形 で供給 して い る場合 もあ る。先 に挙 げた

BroadcomやNVIDIAな ども積 極的 に リフ ァレンス ・デザ イ ンを提 供 してい る。

後者 につ いては,リ フ ァレンス ・デザ イ ンの開発 を専 門 に行 う企業 の存在 で

ある。携 帯電話 やデ ジタルカメ ラな どの リフ ァレンス ・デザ イ ンを提供 す るベ

ンチ ャー企業が 出現 して きている。

これ らの リフ ァレンス ・デザ イ ンを用 い るこ とで,高 い技 術力 を持 た ない企



22

業 で も製 品化 し量 産可 能であ る。 製品企 業 に とっては,一 定 レベ ルの製 品性能

とその安 定性 を確保 す るこ とが で き,さ らに設計期 間の短縮 に よ り製 品化期 間

の短 縮 に もつ なが る。 しか し,他 企業 も同様 の リフ ァレンス ・デザ イ ンを採用

す るこ とを考 える と,製 品が 画一化 し差別化 は困難であ る。

2.中 間財 の市場化 と製 品市場 の発展

これ まで見 て きた通 り,製 品がモ ジュ ラー化 し部品 ・モ ジュールの中 間財市

場が形成 され る と,シ ステ ム統合 に関す る知識 さえ市場か ら入 手で きる ように

なるため,製 品 自体 を開発 ・製造す る技術力 を持 たない企業 であ って も市場 か

ら部 品 ・デバ イス を購入 し組 み合 わせ るだ けで比較 的容易 に製品 を製造す る こ

とが で きる ようにな る。 したが って,中 間財市場が形成 され発展 してい くの に

伴 い,製 品製造へ の参 入が容易 とな り,多 くの企業 が参 入 し産業が拡大 す る。

デ ルや ヒュー レッ ト・パ ッカー ド社 が デジ タル家 電分野 に進 出 して きてい る

こ とに象徴 され るよ うに異業種 か らの参入 を含 め,既 存 メー カー以外 の新規参

入 が相次 いでい る。実際 に,東 アジアにおいて特 に多 くの台湾企 業,中 国企業

が デジ タル家電 産業 に参入 して きてい る背景 はこの ような現象 に もとつ くもの

で ある。 これ らの企業 は,リ フ ァレンス ・デザ イ ンを活用す るこ とで 開発費 を

押 さえ る とともに安 い労働 力 と組 み合 わせ るこ とで,一 定水準 の機能 を備 えた

低価格 の製品 を短期 間 に製造 ・販売 し,目 覚 ま しい躍進 を遂げ て きているので

ある。 また 日本企業 の中 に も船井 電機 やバ イデザ イ ンな ど同様 の ビジネスモデ

ルで躍進 してい る企業 もある。

モ ジュ ラー化 に よる中間財 の市場化 は,製 品市場 の拡大 を促進 す るが,製 品

市場 の拡大 は,中 間財市場 の発 展 を よ り一層促 す こ とに もなる。 またそれ は製

品市場 の一層の発展 に もつ なが る。相乗効 果 に よって,産 業 が大 きく発展 して

い くことになる。そ してそれが最近 のデ ジ タル家電産業 の急激 な発展 とその変

化 の速 さにつ なが ってい る。
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3.中 間 財 市 場 の発 展 が 意 味 す る もの

(1)イ ノベ ー シ ョンの 主体 の シ フ ト

次 に,こ の よ う な中 間財 市 場 の形 成 とそ の発 展 が デ ジ タル製 品産 業 に どの よ

う な変 化 を もた ら しつ つ あ る か考 え て い きた い 。

まず 第 一 に,中 間 財 市 場 の形 成 と発 展 に よっ て,イ ノベ ー シ ョンの 主 体 が モ

ジ ュー ル製 造 企 業 へ とシ フ トして きて い る こ とが 挙 げ られ る。

モ ジ ュ ラ ー型 ア ー キ テ クチ ャの 特徴 は,イ ンター フ ェ ー ス の ル ー ルが 確 立 さ

れ て い る こ とか ら部 品 ・モ ジ ュー ル 間 に依 存 関係 が な い こ とで あ る。 そ の た め

各 モ ジ ュ ー ル の 開 発 者 は他 の 部 品 ・モ ジ ュ ー ル との 調 整 を気 にす る必 要 な くモ

ジ ュ ー ル単 位 で の技 術 開 発 を独 立 して 実 施 す る こ とが 可 能 で あ る(Baldwin

andClark[2000])。 さ らに,モ ジ ュ ー ル の 開発 を平 行 して 行 う こ とが で き,

部 品 ・モ ジ ュー ル の 開発 に多 くの企 業 が 参 入 す る。 そ れ らの 企 業 の 問 で モ ジ ュ

ー ル ご と に イ ノベ ー シ ョ ンの競 争 が 行 わ れ ,イ ノベ ー シ ョ ンは急 速 に進 む こ と

に な る。 この よ う に中 間財 市 場 の発 展 は イ ノベ ー シ ョ ンを活 性 化 す る機 能 を持

つ3)。

こ こで 重 要 な こ とは,モ ジュ ー ル の イ ノベ ー シ ョ ンが 製 品全 体 の技 術 革 新 を

促 進 して い くとい う こ とで あ る。 言 い換 え れ ば,製 品 自体 の性 能 向 上 や 差 別 化

は,主 に部 品 ・モ ジ ュ ー ル の イ ノベ ー シ ョン に大 き く依 存 す る とい うこ とで あ

る。 製 品企 業 は モ ジ ュ ー ル の イ ノベ ー シ ョン を取 り入 れ て製 品 の 差 別 化 を 図 る

以外 に な く,そ の 意 味 で モ ジ ュー ル企 業 が 当該 産 業 の イ ノベ ー シ ョ ンの主 体 に

な っ て い く。

製 品企 業 が モ ジ ュー ル専 業 企 業 に ア ウ トソー シ ング した り,共 同 開 発 して い

る よ う な場 合 は製 品 企 業 側 に モ ジ ュ ー ル を コ ン トロ ー ル で き る余 地 が 残 る が,

汎 用 的 な モ ジ ュ ー ルが 普 及 し,市 場 か らそ れ らを調 達 す る こ とで 製 品 生 産 が 行

わ れ て い る よ うな場 合 に は そ の 傾 向 は強 い 。 先 に見 た とお り,リ フ ァ レ ンス ・

デザ イ ン な ど シス テ ム統 合 の 知 識 まで市 場 調 達 可 能 とな っ て い る。 そ の 意 味 で

は,イ ノベ ー シ ョンの 主体 が 部 品 ・モ ジ ュー ル企 業 へ と シ フ トして い くだ け で

な く,製 品 の設 計 力 も また部 品 ・モ ジ ュー ル企 業へ と シ フ トして い く と言 え る。
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図2工 場出荷価格に占める半導体の割合

(出断)安 部 忠 彦1ヂ ジ タル家 電 の 成 長 戦 略12《)0{年

そ して,当 該 モ ジュー ルが,① 製 品の基幹部 品であ るこ と,② 市場 におけ る

標準規格 で ある こ と,こ れ らの要 因 を持つ ことによってそ の傾 向はいっそ う強

まる。

製品 の中核 となる基幹部 品 は,当 然,製 品 によって異 なるが,デ ジ タル化が

進 ん だエ レク トロニ クス製 品の ほ とん どにおいて共通 に基幹部 品 となって きた

の は製 品に組 み込 まれる半導体 で ある。

図2は,各 製品 に搭載 され た半導体部 品の割合 につ いて製 品の工場 出荷価格

に占め る半 導体 の割合 と して表 した もので あ る。TVゲ ー ムの ような飛 び抜 け

た製 品 もあ るが,ア ナ ログTVと 比 較す れ ばわか る通 り,デ ジタル家 電製 品 に

おいては,半 導体 の割合 は非常 に大 きい。デ ジ タル家電製 品 自体 の性 能 や機 能

は,搭 載 された半導体 の性 能 に よ り実現 され る ようになって きてい るが,こ の

グラフか らも製 品 を構 成す る部 品やデバ イスの中で半 導体 が主要 な基幹 部品 に
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な って きて い る こ とが わか る。 また,こ れ らの 半導 体 と組 み合 わせ た形 で 製 品

機 能 を実 現 す る た め に は ソ フ トウ ェ アの役 割 も重 要 に な っ て きて お り,製 品 に

組 み 込 まれ る ソ フ トウ ェ ア の規 模 も大 き くな っ て きて い る(安 部[2004])。

こ の よ う に,デ ジ タル家 電 製 品 の 部 品 ・モ ジ ュー ルの 中 で最 も中核 とな る基

幹 部 品 は,デ ジ タル家 電 製 品 に組 み 込 ま れ る 半 導 体 の シ ス テ ムLSIで あ る。 特

に最 近 多 くの 製 品 に使 わ れ る シ ス テ ムLSIは,小 型,高 性 能,高 機 能,低 消 費

電 力 とい った特 徴 を持 ち,そ れ らの主 要 な機 能 が1チ ップ に高 度 に集 積 化 され

たSoC(SystemonChip)と 呼 ば れ る も ので あ る。SoCは,従 来 の よ う に プ リ

ン ト基 板 の 上 にCPU,ROM,RAM,ASSP(ApplicationSpecificStandard

Product)な どの半 導 体 を並べ て シス テ ム を構 成 す るの で は な く,1つ の半 導

体 チ ップ上 に シス テ ム に必 要 な機 能 をす べ て 実 現 させ る もの で あ る。 この キ ー

コ ンポ ー ネ ン トで あ るSoCの 製 造 は,日 本 企 業 を始 め 欧 米 企 業,さ らに は台 湾

企 業 や 韓 国企 業 も参 入 し熾 烈 な 開発 競 争 が 繰 り広 げ られ る よ う にな っ て きて い

る。

そ して,こ のSoCの 性 能 や 機 能 が 製 品 全 体 の性 能 や 機 能 を決 定 づ け る よ う に

な って きて い る。 つ ま りデ ジ タル家 電 メ ー カー に とっ て は,SoCで の 差 別 化 が

製 品 自体 の差 別 化 と他 社 製 品へ の優 位 化 へ とつ なが り競 争 力 の 源 泉 と もな る。

そ の 意 味 で,こ のSoCを い か に 開発 も し くは調 達 す る か が 企 業 戦 略 上 の 重 要 な

要 因 と な る。

デ ジ タル家 電 メ ー カー の 中 に は,自 らSoCの 設 計 ・開 発 を行 っ た り,半 導 体

メー カ ー と共 同 開発 した りす る ケ ー ス もあ るが,最 近 は,こ のSoCに つ い て も

特 定 製 品 向 け の 部 品 ・モ ジ ュ ー ル と して 容 易 に市 場 調 達 で きる よ う に な って き

て い る。 デ ジ タル 家 電 メ ー一カー に と っ て も コス ト要 因 な ど競 争 力 強化 の 観 点 か

らは,グ ロ ーバ ル に市 場 調 達 した方 が優 位 に な る場 合 も多 い 。

モ ジ ュ ラー型 製 品 にお い て は,製 品 を構 成 す るモ ジ ュ ー ルが 製 品 の 機 能 や 性

能 を左 右 す る が,中 で も,中 核 と な る基 幹 部 品 は大 きな影 響 力 を持 つ 。 デ ジ タ

ル製 品 にお い て は 製 品 に組 み 込 まれ るSoCな どの半 導 体 が イ ノベ ー シ ョ ンの 主

体 とな っ て お り,製 品 の性 能 や機 能 を規 定 す る と と もに製 品差 別化 の 重 要 な要



26

因 となってい る。

したが って,製 品の性 能 ・差別化 におい て決定 的な役割 を担 う基幹部 品が汎

用 モ ジュー ル として市場 調達可能 な場合 は,汎 用 モジュール を生産す る企業 が

当該 産業 ・市場 に大 きな影響力 を持 つ。

次 に,標 準規 格 とい う点 につ いて であ る。先 に見 た とお り,日 本 企 業が 部

品 ・モ ジュール を外 販す る要 因の一つ は市場 での標準規格 の獲得 であ った。実

際 に,汎 用 モ ジュール として市場 調達可能 な部品 ・モ ジュールの中 には,先 に

挙 げたBroadcom,NVIDIA,Mediatekな ど,中 間財市 場 におけ る標準規格 と

して浸透 して きて いる もの も多 い。

製 品企 業が製 品 を製造 す る際 に標準規格 の部 品 ・モ ジ ュール を使 えば,製 品

市場 で安 定 した評価 を得 られ るだけの一定 の機能 を容易 に実現 で きる。製 品企

業 に とって は,効 果的 に市場 の評価 を得 るためにそれ らの標 準規格 の部 品 ・モ

ジュー ルを使 う強い イ ンセ ンテ ィブが働 くことにな る。 自ら部 品 を開発 す る技

術 力 を持 たず また製 品製造 の実績 の ない企 業が,市 場へ の新規参 入 を果 た し,

売 り上 げ を伸 ば してい く上 では特 にそ の傾 向が強い とい え よう。

最終製 品 を購 入す る消 費者側 か ら見 て も,標 準規格 の部 品 を採用 して いるこ

とは製 品購入 の際 の重 要 な判 断材料 にな る。特 に,技 術 の変化 が激 しく類似 の

機能 を持 った製 品が市場 に多数存在す る場 合 には,標 準規格 の部 品を採用 して

い るこ とは,製 品に対 す る一・つ の信頼性 につ なが る。その意味で,標 準規格 の

モ ジュー一ルの採用 は,企 業 に とっては,製 品差 別化の ための重要 な要素で ある。

この ような観点 か ら,標 準規格 を獲 得 した部 品 ・モ ジュー ルの動 向が製品市

場 に与 える影響力 は非常 に大 きい。特 に,基 幹 部品が市 場 におけ る標準 規格 と

なる ことで,こ れ ら企業が イ ノベー シ ョンの主体 となるだけでな く,製 品の生

産全般 にわた る主導権 を握 り,産 業 ・市場 を支配す る ことに も繋 が ってい く。

また,先 に見 た とお り,こ れ らの企業 は,部 品 ・モ ジュールだ けで な くリフ

ァレ ンス ・デザ イ ン も提 供 してい る。 リフ ァレンス ・デザ イ ンの提供 はそれ ら

の部 品 ・モ ジュ ー ルの普及 を図 る とい う意 味で標 準化 を促 進す る働 きを持つ

が,企 業戦略 とい う視 点か らは市場 の主導権 を握 るための戦略の一つ とも考 え
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られ る。

(2)付加価 値の シフ ト

次 に,付 加価 値 とい う側面 か ら見 る と,製 品製造企 業 は価 格競争 の激化 か ら

収益性 が低下 し,付 加価 値 もまたデバ イス製造企業 に集 中す る ように なって き

てい る。

先 ほ どか ら見 て きた とお り,製 品 は,開 発 当初 はイ ンテグ ラル型 の アーキテ

クチ ャ を持 ち,企 業 内で個 々の部品 を擦 り合 わせ 最適 に統合 で きる よう製造 さ

れ る。 次第 に技術 が成熟 し,部 品 ご との イ ンター フェースが安 定 し規格化 が進

むにつ れて,複 数の機能 をま とめて一つ の部 品へ と統合 されてい く中 で,製 品

アーキテ クチ ャはモ ジュ ラー型へ と移行 してい く。特 に,市 場 にお ける競争 要

因が製 品性 能 よ りも価格 や生産 の効率性へ と移 ってい くこ とでモ ジュ ラー化 は

よ り一層進 む。

イ ンテグラル型 の アー キテ クチ ャの場合 は,製 品企業 が製造過程 のすべ ての

主 導権 を持 ち,製 品企業が付加価値 の多 くを獲得 す るが,モ ジュ ラー化 が進 む

こ とによ り,特 定 のモ ジュール企業 が個 々の モジ ュー ルを個別 に開発 ・製造で

きるようになるため,付 加価値 の連鎖 は分断 されてい く。 さらに,モ ジュラー

化 がい っそ う進 んでい くと,製 品の製造 は,個 々のモ ジュー ル を中間財市 場か

ら調達 して組 み合 わせ るだけの単純 な工程 となって しまう。 この段 階 にお いて

は,従 来,製 品製造企業 が有 していた製品製造過程 を主導す る戦 略的役 割 はほ

とん どな くな り,モ ジュール企 業,特 に基幹 モ ジュー ルの標準規格 を獲得 した

企業が産業 ・市場 の支配力 を持 つ ことにな る。 イノベ ー シ ョンの主体 はモ ジュ

ール企業へ とシフ トし
,製 品の性能や機能 はその ほ とん どが組 み込 まれるモ ジ

ュー ルに よって決定 されて しま う。 当該製 品の製造か らもた らされ る付加価値

は,そ の ほ とん どが これ らの モ ジュール企業側へ とシフ トして しまうとい える。

反対 に,製 品製造企業 は,市 場 にお ける価格 競争が激化 し収益 率の低 下 に悩 ま

され る結 果 となる。

つ ま り,製 品企業 は,競 争力確保 のため にモ ジュ ラー化 を進め市場 か らのモ
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ジュール調達 を推 進す るが,モ ジュ ラー化 を推 進す ればす るほ ど,イ ノベ ー シ

ョンの主体 は部 品 ・モ ジュー ル企業へ とシフ トし,付 加価値 もまたモ ジュール

企業へ とシフ トしてい く。そ して,産 業 ・市場 の支配力 もモ ジュー ル企業へ と

シフ トしてい くことになる。

この よ うな傾 向 を受 けて,従 来,完 成品 と部 品の双 方の事 業 を展 開 していた

日本企業 の 中には,収 益性 の低 い完成 品分野か ら撤退 し,部 品の生産 ・販売 に

特化 し始め た企業 も見 られ る ようになって きている。

皿.モ ジ ュ ラ ー化 と グ ロ ー バ ル 生 産 ネ ッ トワ ー ク

1.製 品アーキテ クチ ャの モ ジュラー化 と生 産ネ ッ トワー クの変容

次 に,製 品アー キテクチ ャのモ ジュ ラー化 の進展 と企業 の生産活動,特 にグ

ローバ ルな生 産 ネ ッ トワー ク との 関係 につ いて考 えてみ たい。

1990年 代 以降,東 ア ジア地域 には,主 に先進国 の多 国i籍企業 の グローバ ルな

展 開に よる国際的 な生産 ・流通 ネ ッ トワー クが形成 され,同 地域 がそれ に組 み

込 まれ るこ とで経済発展 を遂げ て きた。最 近の生産活動,特 にデ ジ タル家電 を

は じめ と したエ レク トロニ クス製 品の生 産 にお ける一つ の特徴 として,研 究 開

発,製 品開発 な どの イノベ ー シ ョン ・プロセ ス と生産 プロセスの分離 とい う点

が挙 げ られる。企業 は,国 際競争 の激化 を受 けて,こ の イノベ ー シ ョン ・プロ

セス と生産 プ ロセスの戦略 的な最適 配置 を 目指 し,生 産 プロセス を,中 国 をは

じめ とした労働 コス トの安 い東 ア ジア地域へ と移転 し,垂 直 的産業 内分業 を活

用 した生産 ネ ッ トワーク を構築 して きた。つ ま り,こ れ らの グ ローバ ルな生産

ネ ッ トワー クは,財 の貿易 が進 む中 で事 後的 に形 成 されて きた とい うよ りは,

先進 国企業 の主導の もとに生産の最適化,効 率化 の ために戦 略的 に構 築 されて

きた ものであ る。

しか し,最 近の製 品アーキ テクチ ャのモ ジュラー化 の進展 は,製 品製造企業

主導 で形成 され て きた これ らのグ ローバ ルな生産 ネ ッ トワー クを変容 させ る可

能性 を持つ と考 え られ る。
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これ まで見て きた ように,製 品企業が産業 ・市場 にお いて主導権 を発揮 で き

るの は,製 品 アー キテ クチ ャが イ ンテ グラル型であ る場合 であ る。 デ ジタル家

電 の よ うに製品 アーキテ クチ ャが モ ジュラー型へ とシフ トして くる と,徐 々に

製 品製造 企業 は市場 におけ る主導権 を失 い,汎 用 モ ジュール を市場 で調達 して

製 品 を生産す る段 階に至 る と,産 業 ・市場 の主導権 はモ ジュール企業側へ と移

行 して しま う。 イ ノベ ー シ ョンの 主体 もモ ジュール企業へ とシフ トし,製 品の

開発 ・設計 さえ リフ ァレンス ・デザ イ ン とい う形 でモ ジュー ル企業が担 う よう

に なって きているのであ る。

つ ま り,モ ジュ ラー化の進展 に よって,市 場 におけ る部品 ・モ ジュール企業

の 自律性 が高 ま り,こ れ まで製 品製造企業 を中心 に形成 されて きた生 産 ネ ッ ト

ワー クの リ ンケー ジが分断 されてい く。 そのため,製 品製造企 業が生 産の主導

権 を握 りグ ローバル な形 で製 品生 産 ネ ッ トワー ク全体 を コン トロールす る力が

弱 ま り,製 品企 業 を中心 と した集権 的 なネ ッ トワー クか ら,よ り分権性 の高 い

ネ ッ トワー クへ と変容せ ざるを得 ない。中間財市場 の活性 化が進 み,そ の機 能,

役 割が高 まるほ ど,市 場 での取 引の比重 が高 ま り,市 場 を通 じた分業構 造 とな

る。

自動車 産業 において は,系 列取 引 な ど完 成車 メーカーは部品 メーカー と緊密

な関係 を持 ってい る。 自動 車 はイ ンテグ ラル型 アー キテ クチ ャの代表 とされ る

が,イ ンテ グラル型の製 品 につ いては,製 品製造企業 を中心 とした集権 的 な国

際 的生産 ネ ッ トワー クの力が強 い。 しか し,デ ジ タル製 品は アー キテ クチ ャが

モ ジュ ラー型へ とシ フ トす るの に伴 い,中 間財 市場 に依存 した分散型 の生 産 ネ

ッ トワー クへ と移行 し,汎 用モ ジュールの組 み立 てだけで生産で きる製 品 につ

いては市場 を通 じた分 業が 中心 とな る。

近年,あ らゆる製 品が アナログか らデ ジタルへ と置 き換 わ りつつ あ る。 デジ

タル化 は製品 アーキテ クチ ャのモ ジュラー化 を強力 に推 し進 める力 を持 つ。そ

の結 果,従 来の ような製品企業 を中心 としたグ ローバ ル な生産 ネ ッ トワー クを

維持 す るこ とは困難 にな り,市 場 中心 の グローバ ル な取 引 を基盤 に した分業構

造へ と移 行 してい くこ とになろ う。
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2.製 品 アー キ テ クチ ャの逆 シ フ トと 「シ ス テ ム統 合 検 証 」 の 必 要 性

しか し,こ の傾 向 はそ れ ほ ど一 方 的 に進 行 す る わ け で は ない 。 そ れ は,一 つ

に は,モ ジ ュ ラー 化 した製 品 が イ ンテ グ ラル型 に逆 シ フ トす る場 合 が あ る こ と,

また も う一 つ の側 面 と して,モ ジ ュ ラー 型 の製 品 で も,モ ジ ュ ー ル の 単純 な組

み合 わ せ だ け で は 製 品 化 が 困難 な製 品 も存 在 す るか らで あ る。

まず,モ ジ ュ ラー化 した 製 品 の イ ンテ グ ラ ル型 へ の逆 シ フ トにつ い て で あ る。

イ ンテ グ ラル 型 か らモ ジ ュ ラー 型 に シ フ トした 後 はモ ジ ュ ラー型 アー キ テ クチ

ャを前 提 に企 業 競 争 が続 くわ け で は な く,製 品 ア ー キ テ クチ ャが 再 び イ ンテ グ

ラル型 に逆 シ フ トす るケ ー ス が 存 在 す る。 ク リス テ ンセ ンは,顧 客 が 求 め る機

能 が よ り上 位 へ と シ フ トしてパ フ ォー マ ンス ギ ャ ップ が 再 び発 生 した場 合,競

争 優 位 の 源 泉 と して 再 び 統 合 化 が優 位 に な る と指 摘 して い る(Christensen

[2002])。 製 品性 能 が 顧 客 ニ ー ズ を オ ー バ ー シ ュ ー一トす る こ とに よ っ て製 品 ア

ー キ テ クチ ャが イ ンテ グ ラル型 か らモ ジ ュ ラー型 へ とシ フ トす る が ,再 び 顧 客

ニ ーズ が 満 た され な い状 態 に なれ ば イ ンテ グ ラル 型 の ア ー キ テ クチ ャが採 用 さ

れ る よ うに な る とい う こ とで あ る(図1参 照)。

具 体 的 に は,革 新 的技 術 の採 用 に よ る アー キ テ ク チ ャル ・イ ノベ ー シ ョンが

起 こ る場 合 で あ る。 イ ノベ ー シ ョンに は,イ ン ク リメ ン タ ル ・イ ノベ ー シ ョ ン

と アー キ テ ク チ ャル ・イ ノベ ー シ ョ ンが あ るが,イ ンク リメ ン タル ・イ ノベ ー

シ ョ ンは 製 品 の モ ジ ュー ル レベ ル で の 性 能 向上 で あ り,ア ー キ テ クチ ャ ル ・イ

ノベ ー シ ョンは,モ ジ ュ ー ル や 部 品 の 組 み 合 わせ の 変 更 を伴 う新 た な技 術 体 系

の採 用 に よる 製 品 自体 の革 新 的 な 向上 を指 す 。 アー キ テ ク チ ャ ル ・イ ノベ ー シ

ョンが起 き る と,モ ジ ュ ラー 化 の た め の知 識 や ノ ウハ ウが 十分 蓄積 され て お ら

ず 製 品全 体 の 最 適 性 を図 るた め に,企 業 は,再 び イ ンテ グ ラル 型 の 製 品 ア ー キ

テ クチ ャ を採 用 せ ざ る を得 な い。 また,イ ンク リメ ン タル ・イ ノベ ー シ ョン は

モ ジ ュ ラ ー型 の プ ロセ ス の 中 で も可 能 だが,ア ー キ テ クチ ャ ル ・イ ノベ ー シ ョ

ンは,イ ンテ グ ラ ル型 の擦 り合 わ せ プ ロ セ ス の 中 で 製 品全 体 の構 成 を再構 築 す

る とこ ろ か ら生 まれ て くる とい う側 面 もあ る4)。

デ ジ タル カ メ ラ,ハ ー ドデ ィス ク ドラ イブ,半 導 体 な ど,世 代 交代 を通 じて
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差別化 のため に製 品全体 の設計変更が行 われ,そ のたび にイ ンテグ ラル型へ の

シフ トを繰 り返す現象 が見 られる5)。

次 に,モ ジュールの単純 な組 み合 わせだ けで は製 品化 が困難 な製 品 も存 在す

る とい う こ とにつ いて で あ る。延 岡 ・上 野[2005]は,こ の現 象 につ い て,

BaldwinandClark[2000]の 「システ ム統合 の=検証」 の必 要性 とい う視 点 か

ら,イ ノベ ー シ ョンの活性 化 と製 品統合 の容易 さ とい うモ ジ ュラー化 の持 つ2

つの機能 を統合 的 に考 える こ とによって説 明 してい る。

モ ジュ ラー製品 はイ ンター フェースが標準化 されデザ イ ンルールが決 まって

いる とい って も,開 発 ・製造 され た部 品が シス テム と整合性 が ある こ とは保 証

されてお らず,シ ス テム に統合 す る際 に検証 プロセスが不 可欠 となる。特 に,

イ ノベー シ ョンの活性化 の効果 に よ り部 品の技術 革新 が起 こった場合,シ ス テ

ムの中で部品機能 が適切 に発揮 され るのか どうか シス テム統合検証 が必要 とな

る。 したが って,モ ジュ ラー型製 品で も,部 品技術 の技術 変化 が速 い場合 や,

基 幹部品 に高 度な部品技 術 を採用 し製品全体 の技術 レベ ルが 問われ る ような場

合 には,単 純 な組 み合 わせ 能力 だけで は競争力 を持 てない。 部品技術 に関す る

知識 とシステム統 合 に関す る知 識 に欠 ける企業 は,同 じモ ジュラー型製 品で も

競争力 を持 つ こ とが で きてい ないの であ る6)。

そ こで,先 ほ ど述べ たが,シ ス テム統合 を比 較的容易 に実現 で きる よう リフ

ァレンス ・デザ イ ンが提供 され ている場合 が多 い。 ただ し,リ フ ァレンス ・デ

ザ イ ンを効果 的 に活 用 で きるの は,DVDプ レー ヤー な ど製 品機 能が比 較 的単

機 能で製品 を構成す る上で支配 的な部品モ ジュールが存在 す る場合 であ る。 デ

ジタル カメ ラやDVDレ コー ダー な ど製 品機 能 が複雑 で,製 品 を構 成 す る基幹

部品が複数 ある場合 は,シ ステム統合 は よ り困難 な作 業 になる。

これ ら2つ の現 象 は,モ ジュラー化 が進行す るこ とに よって単純 に部 品 ・モ

ジュー ル企業が市 場 において優位 な立場 を形成 し主導権 を握 るよ うになるので

はな く,製 品の特性 や製 品企 業の技 術力が大 き く影響 し,製 品製造企業が製 品

の生産 にお いて主導権 を握 る余地が まだ まだ残 って いる ことを物 語 ってい る。

実際 に は,こ の ような現 象 を背景 に,市 場 にお いては製品 よって国際的 な棲
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み分 けが生 じてい る。市 場取引 で調達 可能 な部 品を組 み合 わせ る ことで生産可

能 な製 品群 と,技 術 の向上が著 しく製 品生産 において技術力 を要 し製 品企業 が

主 導権 を持 って生 産す る製 品群。 また,同 じ製 品群 の中で も,汎 用 モ ジュール

の市場取 引で生産 で きる標準 的な機 能の普及 品 と,製 品企業が高度 な技術力 で

製品機能 の高 度化 を実現 した高級 品 とい う棲 み分 けであ る。製 品製造企 業が主

導権 を もって生 産で きる製 品につい ては生 産 ネッ トワー クは有効 であ るが,市

場 での取 引 が 中心 の製 品 につ いて は,集 権 的 な生産 ネ ッ トワー クは機 能せず,

グローバ ル な中 間財市場 が機 能 を高 めてい るので ある。

ただ し,製 品のデ ジタル化 に伴 いモ ジュ ラー化 の流 れ は急 速 に進行 してお り,

特 に産業が成熟す る につれその傾 向 は強 まる。従来 の ように製品製造企業 が集

権 的に生産全 体 をコ ン トロールで きる分野 は どん どん狭 まって きてい るのが実

態 であ ろ う。

1>.ま と め

これ まで述べ て きた とお り,モ ジュ ラー化 の進展 は,中 間財市場 の形成,発

展 を促進す るこ とで,イ ノベー シ ョンの主体 を製 品製造 企業 か らモ ジュール企

業へ とシフ トさせ る と ともに,産 業 ・市場 にお ける主導権 もモ ジュール企業 が

握 る よ うになる。 また,従 来 の製 品製造企業 を中心 と した グローバ ルな生 産 ネ

ッ トワー クは次 第 に分権 化 し,市 場機 能 の活性化 と共 にグローバ ルな市場取 引

を主体 と した生 産構 造,産 業構造へ と変容 して きてい る。 この ような変化 の 中

で 日本企業 は,低 価格 で完成 品 を販 売す るア ジア企業 か らの急激 な追 い上 げ を

受 け,価 格競争 に太刀打 ちで きな くなって撤 退 を余儀 な くされてい るのが実態

であ る。

中国 をは じめ とした東 アジァ諸 国のキ ャ ッチ ア ップは凄 ま じい勢 いで ある。

後発 のア ジア企業が急激 にキ ャ ッチア ップ して きた背景 には,製 品 アー キテ ク

チ ャのモ ジュ ラー化 があ る。 モジュ ラー化が キ ャ ッチ ア ップを加 速 しているの

であ る。技術 蓄積 が未熟 なアジア諸 国 にあって も,モ ジュラー化 され た技術 を



デジタル製品における製品アーキテクチャのモジュラー化と分業構造の変容33

取 り込 む こ とで短期 間の うちに産業 を振興 させ るこ とが可 能 となった。

そ こで,モ ジュ ラー化 の進展 に よって従 来の製 品製造企業 主導の グ ローバ ル

な生産 ネ ッ トワー クが変容せ ざるを得 ない とい う実態 を背 景 として,近 年,モ

ジュ ラー型の製品 アーキ テクチ ャに対応 した新 たな企業戦略 が 出現 して きて い

る。

その一つ は,特 に2000年 以降活発化 して きた 国際 的な協業 モデ ルで あ る。

これは,イ ンテ グラル型 製品領域の得意 な 日本企業 とモ ジュラー型製 品領域 が

得意 なア ジア系企業 とが,合 弁 会社 設 立な どの形で提 携す るこ とで相互補完 し

合 うものであ る。 日本企業 は もともと完成 品分 野 と部 品分野 の双方の事業 を展

開 してい るこ とが多 いが,完 成品事業 で海外 企業 と協業 し,基 幹部品 ・部材事

業 では単独 での事業展 開 を行 う もの である。完 成品事業 での協 業 によって生 産

規模が拡大す れば,基 幹部 品 ・部材 で安定 的 な生産規模 を確保 す るこ ともで き

る。新宅 ・小 川 ・善本[2006]は,光 デ ィス ク装置産業 にお け る 日本企業 とア

ジア系企業 との協 業 の事例 を紹 介 している。

国際 的な協 業モ デルは,日 本企業が,ア ジア諸国の追 い上 げ に単 に対立 ・競

合す るだけで な く,相 互 の強み を生か した戦略 的関係 を構築 す るこ とで,競 争

力 を維持 し市場 を リー ドしてい くこ とが で きる こ とを示 してい る。 また,高 度

な技 術能力 を持 た ない アジア企業 に とって も,そ の欠点 を補 いなが らも自 らの

強み を生かせ る新 た な ビジ ネスチ ャ ンスで もあ る。

デ ジ タル製 品におい ては,モ ジュラー化の進展 に よって グ ローバ ルな生産 ネ

ッ トワー クの力 が弱 ま り,製 品製造企 業 は付 加価値 と競争 力 を失 いつ つ あ る。

製品の価 格競争 に よって深刻 な打 撃 を受 けるのは 日本 企業 だけではない。低価

格競 争 を主導す る アジァ企業 自身 もまた単 なる低価格 製品の組み立 て に依存 し

た ビジネスモ デルで は競 争環境 の中で満足 な付加価値 を獲 得 で きない とい うジ

レンマ に陥 ってい る。製品が成熟 す るにつ れて製 品 アー キテクチ ャがモ ジュ ラ

ー化 す るの は避 け られ ないが
,ア ーキテ クチ ャル ・イノベー シ ョンが起 これ ば

製 品 アー キテクチ ャはイ ンテ グラル型へ と再 シフ トす る。 また,一 般 的 に基幹

部 品 ・部 材 自体 は イ ンテ グ ラ ル な製 品 アー キ テ クチ ャを持 つ 。 新 宅 ・善 本
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[2005]は,モ ジュ ラー型 へ の対応 と して 自社組 織 の構 造 を変 えて しま うと,

モ ジュ ラー製品で の競争力 は高 まるが イ ンテグラル型で の競争力 は低下 し,決

定 的な弱 体化 につ なが る危険性 を指摘 す る7)。 急速 に進行 す るモ ジュ ラー化 の

中にあ って もイ ンテ グラル型 の強み を残 しつつ競争力 を維持 し市場 を リー ドで

きるよ う,従 来の生産 ネ ッ トワー ク とは異 なった新 た な企業 間関係,分 業関係

を構 築す る必要 があ る。製 品アー キテクチ ャのモ ジュラー化 に対応 した新 たな

ビジネスモデルが どの ような もの となるか今後 の研 究の 中で よ り詳 しく考 えて

い きたい。
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注

1)量 産 効 果 を発 揮 で きる よ うにす る ため に生 産 量 を増 や す と言 う こ とで あ れ ば,自

社 内 の他 の 複 数 の 製 品 に も共通 で利 用 す る とい うこ と も考 え られ る。 た だ し これ

は,松 下や ソニ ー な どの多様 な デ ジ タル家 電 製 品 を扱 っ て い る場 合 で なお か つ そ

れぞ れ の生 産規模 も大 きい場 合 の み に有効 で あ る。

2)た だ し,日 本 企 業 は,自 社 の 部 品 を他 社 に供給 す る こ とで標 準 化 を図 り世 界 的 に

広 め る戦 略志 向 は少 な く,技 術 を囲い 込 む傾 向 が強 い。

3)イ ノベ ー シ ョンの活性 化 は,デ バ イ スの技 術 革 新 の程 度 や頻 度 を高 め,イ ノベ ー

シ ョ ンに取 り組 む企 業 数 を拡 大 す る こ とで 製 品 と して の 統 合 を 困 難 に す る(延

岡 ・上野[2005〕)。

4)ア ー キ テ クチ ャル ・イ ノベ ー シ ョ ンを生 む製 品 開発 の 初期 プ ロセ ス で は,各 種 の

設計 要 素 やパ ラメ ー タ を検 討 す る必要 が あ る。 要 素 間の トレー ドオ フ を解 決 して

い くこ とが ブ レー ク ス ルー を生 み,独 創 的 な開発 につ なが る が,そ の た め に は擦

り合 わせ プ ロセ スが 必要 であ る。

5)Christensen[2002]は,HDDの 例 を通 しなが ら,ア ー キ テ クチ ャル ・イ ノベ ー

シ ョンが 起 こ った際 に も製 品性 能 が顧 客 ニー ズ を下 回 る こ とに な る こ と を指 摘 し

て い る。

6)延 岡 ・上 野[2005]は,デ ジ タル 製 品 にお け る中 国企 業 の競 争 力 を分析 。DVDプ
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レーヤーやデス ク トップPCに ついては中国企業 の躍進が著 しいが,デ ジタルカメ

ラやノー トPCに ついて は米国や 日本企業 の競争力の方が高いこ とか ら,中 国企業

が競争力 を持つのは,モ ジュラー型製品で も,部 品技術が比較 的に安定 し技術変

化が少 な く,市 場 ・顧客ニーズが単純 な場合 である としている。その要 因として,

「システムの統合 と検証」の必要性 を挙げている。

7)組 織構造 をモ ジュラー型に適合 させ ることによって,イ ンテグラル型 の組織能力

は きわめて短期 間で散逸す る可能性 が高 く,ま た失 った擦 り合わせ能力 は容易 に

回復 で きないため,再 びイ ンテグラル型製品の時代が きて も,そ れに対応で きな

い。 また,完 成 品事業 とともに基幹部品や基幹部材 を製造す る 日本企業が,基 幹

部品 ・部材 の製造 だけに特化 して しまうと,製 品全体 に関す る統合的な技術 知識

が散逸 して しまう危険性がある。その意味で,完 成品事業の切 り離 しや弱体化は,

基幹部品 ・部材事業の弱体化に繋が る。


